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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２０年 ２月１２日

事 業 担 当 課 農村整備課

経営体育成基盤整備事業 補助 宮城県事 業 名 補助・単独の別 事業主体

（新井田南部地区）

登米市中田町宝江新井田地内 登米市施行地名 管理主体
と め し な か だちょうたからえにいだ

北上川沿岸中田地区土地改良区

土地改良法根拠法令

事業目的

本地区のほ場は，昭和３０年代前半に実施された耕地整理事業により１０ａ区画に整理

されているものの，用排水路が未分離なうえ，農道も狭小であることから，大型農業機械

の導入や担い手への農地集積等に大きな障害となっている。

このことから，区画形状の改良，用排水路の分離改修，農道の整備，暗渠排水等の施工

を行い，大型農業機械の導入可能なほ場条件とし，維持管理の節減・水管理の合理化を図

り，水稲と転作作物を取り入れた効率的な地域農業体系の確立を目指すものである。

事業内容

区画整理工 Ａ＝１２１．６ｈａ（標準区画１ｈａ区画）

暗渠排水工 Ａ＝１１８．３ｈａ

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

(受益者)

内用地費 [ 50% ] [30% ] [10% ] [10% ]

11.53億円 0.00億円 5.77億円 3.46億円 1.15億円 1.15億円

事業期間

事 業 期 間 平成２０年度～平成２５年度（ ６年間）

用地買収着手予定年度 平成 － 年度 工事 着手 予定年 度 平成２１年度

施設管理の予定

施設項目 道路工 用水路工・揚水機場 排水路工

管理区分 登米市 土地改良区 登米市
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上位計画等

○上位計画

以下の各種計画において，優良農地として，大区画によるほ場の早期整備を推進すると

位置付けられている。

・登米農業振興地域整備計画（平成１９年１０月）

・登米市市水田農業ビジョン（平成１９年４月）

・みやぎ農業農村整備基本計画（平成１８年４月）

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

（１）用排水の状況

水源から最末端に位置し，各ほ場への接続施設が未整備であることから，６０数カ

所に及ぶポンプ施設を設置するなど，非常に不便な営農を行っている。

， ， 。排水については 用水兼用で水路底が浅く 地下水位の低下が図れない状況にある

（２）農地整備の状況

現況農地は，昭和３０～３２年にかけて実施された耕地整理事業により整備されて

いるが，区画は１０ａと小区画であり，農道も狭小なことから，大型農業機械の導入

等効率的な営農が出来ない状況にある。また，上記用排水の状況から，湿田面積が全

体の９割を占めており，水田の畑利用が困難な状況にある。

○地元情勢、地元の意見

（１）関係市町村，受益者の合意形成

， 。①計画内容について 登米市及び北上川沿岸中田地区土地改良区と合意に達している

（２）営農支援体制

①登米市水田農業推進協議会に北上川沿岸中田地区土地改良区が参画している。

②農地集積推進及び担い手等営農体制支援のため，以下協議会等を設立している。

・新井田南部地区農地集積委員会

（Ｈ19.3.26設立，構成：登米市，改良区，ＪＡ，県，担い手部会）

事業効果

○想定される事業効果

（１）地域農業の中心となる担い手農家の育成が図られる。

項目＼ 区分 現況 計画

個別担い手農家(戸) 4戸 16戸

（２）営農機械の大型化，経営規模の拡大により生産コストが低減する。

ア）担い手経営体の地区内経営面積が農地集積により増加する

項目＼ 区分 現 況 計 画

農地集積面積 19.5ha 90.1ha

農地集積率 16.4% 74.1%

イ）担い手農家の労働時間が大幅に減少する。

項目＼ 区分 現 況 計 画

労働時間(hr/10a) 25 16

ウ）担い手農家の生産コストが減少する。

項目＼ 区分 現 況 計 画

172 93生産コスト(千円/10a)
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事業効果

エ）地区内の機械台数が減少する。

項目＼ 区分 現 況 計 画

田 植 機 112台 30台

トラクター 142台 33台

コンバイン 101台 31台

（３）水田の汎用化により土地利用型作物の拡大が図られ，耕地利用率が向上する。

ア）主な作物の作付け面積

項目＼ 区分 現 況 計 画

水 稲 82.5ha 82.5ha

大 豆 － 17.6ha

牧 草 12.0ha 17.5ha

調整水田 23.1ha －

イ）耕地利用率

項目＼ 区分 現 況 計 画

耕地利用率 80% 100%

関連事業の概要・進捗状況等

事 業 名 工 期 進捗率

国営かんがい排水事業 中田地区 昭和47年～昭和62年 100％

県営かんがい排水事業 中田地区 昭和50年～平成 7年 100％

代替案との比較検討

農作業の効率化を阻害している小区画水田や幅員の狭い耕作道，土水路で狭小な用排水

路を一体的に整備することによって，水田での水稲及び大豆等の生産性を向上させるとと

， ， ，もに 担い手農家を育成・確保し 効率的で安定的な地域農業の確立ができるものとして

本事業を導入したものである。

コスト縮減計画

・再区画方式の採用

…上記比較検討時の案として，従来の標準区画（125m×80m）に拘らず，現況道路を移動

しない「再区画方式」を採用し，道路建設，旧水路埋立費等の縮減を図っている。

・利用実態を考慮した道路幅員の採用

…道路幅員について，一律５ｍとせずに，すれ違い等の利用頻度が低い通作支線道路に

ついては，幅員４ｍとしている。
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費用対効果

根拠マニュアル：土地改良の経済効果【農林水産省構造改善局計画部監修】（平成９年３月版）

社会的割引率： ４％

便益算定期間： ３４年

基 準 年：平成１９年

区 分 算 式 数 値

総 事 業 費 ① １，２１０，０００千円

年 総 効 果 額 ② １０１，８０１千円／年

作物生産効果 ７，１５９千円

営農経費節減効果 ６４，８８７千円

維持管理費節減効果 １０，０８７千円

更新効果 １９，６６８千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円

総合耐用年数 ④ ３４年

⑤ ０．０５６１還元率 (1+建設利息率)×

妥 当 投 資 額 ⑥＝② ⑤-③ １，８１４，６３５千円÷

投 資 効 率 ⑦＝⑥ ① １．４９÷

地域指定状況等

該当なし

影響と対策

○現況の環境

本地域は，北上川右岸に開けた比較的平坦な水田地帯であり，用排水路等は，魚類等

の動植物にとっての良好な生育環境となっており，豊かで美しい自然環境に恵まれた地

域である。

○環境との調和への配慮

行為による環境負荷を極力低減することや，水路ネットワークの復元を主眼として，

排水路及びほ場への魚道設置や，ビオトープの設置を行う。また，底質保全のため一部

排水路を土水路による整備とする。

事業箇所評価結果

評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由評点による順位 予算化された箇所数

（低順位にもかかわらず予算化された理由）

経営体育成基盤整備事業 地域営農計画が不十分であったが，地域の合意形

（新規事業箇所） 成が図られ，事業計画が整った。

３位／１１ ２ 箇所

対応方針

事業実施
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事業概要図

新井田南部地区　登米市中田町宝江新井田地内
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事業名 経営体育成基盤整備事業 施行地名

北　上　川

経営体育成基盤整備事業
新井田南部地区

Ｎ

国道３４２号

迫　　川

国道３４６号
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（参考資料１）

事業概要図

新井田南部地区　登米市中田町宝江新井田地内

計
　
画
　
一
　
般
　
平
　
面
　
図

事業名 経営体育成基盤整備事業 施行地名
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事業名

（参考資料２）

経営体育成基盤整備事業

事業箇所の状況等

施工地名 新井田南部地区　登米市中田町宝江新井田地内

現況のほ場は，１０ａと小区画であるため，大型農業機械によ
る効率的な営農に支障を来している。

農道の幅員が狭いため，営農車両のすれ違いや，大型農業機
械の搬入に支障を来している。

水路が用排兼用となっているため，水管理に苦慮しているほか，
排水障害が発生している。

 2-7




